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書評

　『プロメテウス解剖学アトラス』

全 3 巻の日本語版がそろったの

は昨年のことだったが，このたび，

その 3 冊の中から厳選された図

版を集めた『プロメテウス解剖学　

コア　アトラス』の日本語版が刊行

された。

　『プロメテウス解剖学アトラス』

は，第 1 巻が出版されたときから

その図の質の高さが評判であっ

た。従来のデジタル化された図は，

その質感がややもすれば抽象的で

滑らかすぎ，模式図としてはよく

ても実物と照合しにくいきらいが

あった。プロメテウスの図は自然

かつ精緻なテクスチャで描かれて

おり，初学者にも実物を想像しや

すく学習に好適である。また，デ

ジタル化されているが故にさまざ

まな器官系を自在に抽出して相互

の位置関係を示すことが可能とな

り，専門家にも新しい視点を提供

してくれるような図が多く掲載さ

れていて，実務に十分役立てるこ

とができる。

　今回刊行された「コア　アトラ

ス」は，『プロメテウス解剖学ア

トラス』全 3 巻の中から重要な図

を精選して 1 冊にまとめたもの

である。全体の構成は背部，胸部，

腹部・骨盤，上肢，下肢，頭頸部，

神経解剖となっており，局所解剖

的な配列である。最近どの大学で

も解剖学教育の時間数は減少傾向

にあり，いきおい実習中心のカリ

キュラムとならざるを得ないが，

その中で使用するのに適した構成

といえる。他方，それぞれの章は

骨格と筋から内部の器官へと，あ

る程度系統解剖を意識した順序と

なっていてバランスがとられてい

る。

　3 冊の解剖学アトラスの膨大な

図版からどの図を選択するかは重

要なポイントである。本書では初

学者が正常の構造を理解するため

に必要な基本的な図がもれなく集

められている。それに加えて，病

的な状態の解説や臨床上の手技の

図解も随所にあって（たとえば椎

間板ヘルニアの説明や胸腔チュー

ブの挿入の図解など），臨床医学の

学習とのスムーズな連係が図られ

ている。中でもリンパ流路の図解

は各部に掲載されていて，非常に

有意義である。

　多くの図を掲載しようとしたた

めか，あるいは判型が幾分小さく

なったためか，1 つひとつの図が

小さくなったようである。以前の

ほうが見やすかったようにも思う

のだが，これは老眼の始まった評

者のほうに原因があるのであっ

て，若い読者にとってはまったく

問題にならないのかもしれない。

　本書はこのように『プロメテウ

ス解剖学アトラス』の長所を生か

しつつ，よりコンパクトで学習に

適した形に再編された図譜であ

る。3 巻に分かれていた解剖学ア

トラスは，おのおのの専門領域で

活躍しておられる読者諸氏には，

自分に必要な分野だけ買い求める

こともできて好都合である。しか

し，3 巻とも揃えるとなると価格

の面で負担が大きいのも事実で，

とりわけ全体を学習しなければな

らない学生に推薦しづらい面が

あった。本書は 1 冊にすべてがま

とまっていながら 1 万円を切る

価格であり，この点でも医学生諸

君にとりわけお薦めしたいアトラ

スである。
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